
砥
用
村
上
砥
用
沖
積
層
下
の
碍
三
紀
北
石

(佐
賀
膳
小
城
郡
牛
津
騨
西
方
)

竹

原

平

7

昭
和
十
年
二
月
佐
賀
僻
小
城
郡
砥
川
村
上
砥
川
に
行
き
同
所
砥
川
蟹
業
所
の
捨
石
中
よ
-
化
石
を
採
集
L
t
最
後

繭
同
所
の
新
居
撃
士
よ
-
法
ら
れ
た
る
標
本
及
同
年
夏
放
下
班
撃
士
が
採
基
せ
ら
れ
た
る
も
の
を
研
究
し
て
､
左
記

の
介
化
石
を
同
定
し
替
地
沖
積
層
下
に
も
蕊
屋
層
群
に
巌
す
る
地
層
が
布
衣
す
る
事
を
知
み
得
た
｡
常
地
附
近
は
以

前
よ
与
沖
積
層
下
に
も
古
第
三
紀
層
の
在
春
す
る
事
が
醒
め
ら
れ
昔
で
石
炭
調
査
が
行
ほ
れ
た
事
が
あ
つ
た
と
開

い

て
居
る
が
'
基
地
は

一
般
に
玄
武
岩

(貿
凝
衣
岩
)
を
以
っ
て
被
は
れ
､
低
平
地
に
は
厚
さ
坤
積
層
が
存
在
し

て局

部
的
に
の
み
音
節
三
配
暦
が
露
出
す
る
果
皮
在
る
故
'
構
造
は
勿
論
地
質
時
代
も
充
分
明
瞭
で
あ
っ
た
と
は
考

へ
ら

れ
な

い
｡

然
る
に
敢
近
砥
川
鶴
業
所
が
石
炭
探
索
の
目
的
で
坤
積
層
中
に
降
し
た
ポ
ー
-
ン
グ
の
姉
弟
に
よ
れ
ば
数
枚
の
廃

性
介
化
石
厨
が
布
衣
す
る
事
が
明
か
と
な
み
'
其
後
斜
鉦
を
聞
整
す
る
は
及
ん
で
捨
石
と
北
ハ陀
其
介
化
石
が
地
表
に

運
び
出
ru
れ
ね
｡
捕
鯨
業
所
附
近
の
地
衣
は
露
は
れ
皮
節
三
配
暦
を
見
る
ほ
兼
北
東
叉
は
東
に
向
払
敷
皮
乃
至
十
度

の
綬
傾
斜
を
ホ
し
て
居
る
｡

砥
川
村
上
根
川
沖
抑
府
下
の
節
三
紀
化
石

誓

瑠

t

l
証



地

球

だ

D
層
'
純
色
凝
淡
質
砂
浴
化
石

O
str
e
a
lu
n
a
e
fo
r
m
is
N
a

gao

C
邑

is
t
a

h
a

nZaW
a
･l
N

ag

aO

Calli8ta
m
atstlr
a
en

Sis
N

a
g
a
o

C
r
a
s
s
a
t
2
11i
t
e
s

i
n
e
o
n
s
p
i
cu
o
tlS

N

a
g
a
O

?

C
r
a
s
a
t
e
l
!i
t
e
s

y
a
b
e
i
N

a

gao

T

ellin
a

m

a
l
i
m

a

N

aga
o

岩

s
a
C
O
m

a

S
P
･
?

G
-
y
c
y
m

e
r
i
s

c
i
Lq
S
h
u

ens仙
S

胃

a
k
iy
a
m

a

箪
二
十
六
怨

妨
六
助

望
(

二

八

P
lt
a
l
?

a
g

IIm

bonata
N
aga
o

V

en
e
ri
c
a
r
d
i
a

s

lbnip
ponica
N

a

g
ao

Li
m
a

cf.goliath
S
m

it.h

ISu
r
u
s
hastalis
(A
gassi2;)

触

ノ

桁
数純

絹
膳
ノ
刑
韓

9
㌔

-

D
層
下
部
の
右
記
化
石
昔
は
純
海
性
の
も
の
に
て
長
尾
博
士
の

C
TaSSate31ites
ya
b
e
i

z.ne
に
朝
普
し
唐
津
佐
世
保
炭
山
附
近
の
佐

盈
響

石
と
同
僚
準
の
も
の
な
る
べ
-
､
且
C
暦
中
は
は
骨
石
を
含
む
事

賓
あ
-
て
C
層
及
D

層
潜
倉
す
る
時
は
六
十
米
飴
の
暦
厚
と
改
み
､
杵

島
淡
田
に
於
け
る
佐
里
砂
岩
の
厚
ruは
一
致
す
｡
D
層
は
粗
粒
及
中
粒

の
純
色
砂
岩
よ
タ
成
人二

部
に
は
甚
し
-
組
粒
に
し
て
東
経
色
は
白
鮎

を
不
す
も
の
が
あ
っ
て
岩
質
も
亦
佐
里
砂
岩
に
酷
似
す
る
が
故
に
t
c

暦
及
D
層
を
合
し
た
る
79
の
む
佐
里
砂
岩
に
封
此
す
｡
B
暦
即
緑
色
中

粒
叉
は
細
粒
の
凝
次
質
砂
岩
は
骨
石
を
含

む
C
暦
の
上
に
､
A
暦
在
る

白
色
貫
岩
は
B
暦
の
上
は
各
盤
倉
し
て
居
る
が
化
石
は
未
だ
発
見
さ
れ

妨 一 間 化 石 産 地 略 閲

5ヱItlim｣._.I....___⊥_⊥_｣



て
居
な

い
｡
杵
島
汲
閏
及
史

に
南
方
は
て
は
骨
石
よ
-
上
位

は
凍
る
行
合

野
砂
岩
暦
は
飲
み
化
石
多
か
ら
ず
と
長
尾

博
士
旦

:～/
は
れ
で
居
る
が
常
地
ほ
て
は
同
僚
の

一
部
が
更
に
化
石
少
き
A
暦
及
B
暦
と
成
っ
て
居
る
や
も
知
れ
ず
｡

班
暦

.
次
色
砂
封
京
･=方
化
石

L
e
d
a
sp
.

C
a
!
l
s
t
a

s

p.

D

o
s
i
n
i

a
sp.

D
os
i
n
i
a

c
f
.
c

hiktu
enensis
Na
g
a
o

D

o
s
i
n
i
a

e
h
i
k

tlZenenSis
N
aga
o

F
巳

g
o
r
a
ri

a

(
P
s
e
p
h
a
e
a
)

sp
･
a

a
f
f
･

m
ega
s

pil
a

(
S
o
w

e.rb
y
)

A

t
h
l
e
t

a
(V
o
t

ut
o
s
p
i
r
La
)

j
a
p
o
n
i
c

a
N
aga
o

F
層

t

n
色
砂

1.1･打
化
ポ

T

u
rri
tetla
sa
k
it
o
e

nmis
Na
g
ao

O

.q
t
r
e
a

sp
.

G
暦
､

次

色

砂
貿

式

日祈
解

読
:I=.化
石
(
上
位
の
も
の
)

P
o
lin
ic
es
sp
.

C
a
l
i
i
s
t
a

m

a
s
t
u
r
a
e
n
s
i
s

N

agao

T

u
l

it
e
l
l
a

k
a
r
a
t
s
tLe
n
S
i
s

N
agao

G
暦
､
次
色

砂

貿

田

山
打
節

二

伸

化

祈

(下
位

の

も
の
)

P
計
o
la
d
om
y
a
m
a
r
g
a
rita
ce
a
(S
ow
erb
y
)

C
r
a
s
s
a
t

etlites
sp.

C
a
l
l
i
s
t
a

m

a
t

s
u
r
a
e
n
s
i
s

N

a
g
a
o

C
a
!
l
i
s
t
a

切
P

.

採
集
上
意
の
如
-
な
ら
ず
し
て
E

､
F

､
G
各
層
の
化
石
混
食
せ
る
79
の
｡

A
r
ia

(N
oetia)
p
･3
n
d
a
tl
n
g
e
r
iS
7.S

V
a
r
･
t
r
a
rt

SVerS
a

N

agao

F

tI
tg
O
r
a
r
i
a

s
p
･

T
u
r
r
i
t
e
l
!
a

s
a
k
i
t

oensis
N
agao

A

t
h
l
e
t
a

(
V

o
.A

utospin
a)
japonica
Na
g
a
o

C
a
l
li
s
t
a

h
a
n
z
a
w

a
i
N

a
g
a

o

N

u
c
u
l
a

(
a
c
i
l
a
)

m

i

rab
i
r
i
s

v
a
r
･

a
s
h
i

aensis
N
agao

祇

川
村

上

紙
川

神秘
暦

下

の
節

三

船

化

石

C
r
a
s
s
a
t
e
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e
s

m

a
t
s
u
r
a

ensi
s

N

a
g

ao

V

佃
n
e
r
i
c
a
r
d
i
a
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伊
n
i
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N
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g
a

o
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c
l
i
n
a

c
o
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e
S
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N
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a
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e
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i
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m

S
P

･

E

t
c
.



地

球

鮮

二
十
六
各

節
六
既

望

O

一
八

E
層
､

F
層
及
G
暦
は
各
々
石
の
如
き
化
石
群
む
有
し
岩
域
は
前
述
の
A
暦
p
B
暦
t

c暦
､
D
層
と
は
大

い
に

異
か
淡
色
叉
は
白
色
の
砂
貿
賃
岩
及
貫
岩
よ
-
成
る
も
此
等
の
間
に
は
不
整
合
は
離
め
ら
れ
老

い
｡

玄 沈 H.'-
15米 A ltT色好iL.i

敗色

82 王; 凝次式砂ir.'･

18 C 骨骨石砂iJ_.LfL-iJ.L互暦
敗色

43 D 加収質砂#lJ-

30 E 叔色砂空托r岩'-

9 F 白色砂岩.J･

130+G 次色砂IIPT琵封

第二固 横式杖状固

二二三丁㍉ ~'~
1 1･ _ f

了 アト .' ･二㌦ J ,
J' 1 J

本
化
石
経
は
杵
島
郡
に
於
け
る
杵
島
瀞
甲
の
化
石
背

と
祁
迫
ず
る
も
の
が
あ
-
即

A
th
leta
j.a
p
on
ica
zone

及
史
は
古

き
地
層
中
に
既
に
現
れ
た
る
化
石
を
含
み
､

共
等
の

一
部
は
上
方
の
地
層
中
に
は
聴
見
せ
ら
れ
伯
｡

触
る
に

U
p
p
e
r

P
e
c
t
e
n

s
a
k
it
o
e
n
s
is

z
o
n
e

に
始
め

て
出
現
し
て
荷
後
期
の

Crass
a
t
e
tt

ites
y
a
b
e
i

z

one

迄
引
蒔
-
左
記
の
79
の
む
含

む
｡

D
oSin
ia
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k
u
2

:en
enS
i
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N
a
g
a
D

C
a
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t
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a
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N
a
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n

a
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re
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N
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I
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c
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i
]
a
)

m

i
r
a
h
i
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v
a
r
.
a
s
h
i
a
e
n
s
i
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N
og
a
o

T
ttr
ri
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e
l
T
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t

oensi
s

N

a

g
a
o

F
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a
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a

(
P
s
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)

s
p

.
a

a
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.

m

e
g
a
s
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i

ra

(Sow
e
r
b
7
)

E
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此
等
の
軍
資
は
古
き
種
が
消
滅
し
て
新
ら
し

さ
79
の
J

現
れ
煎
る
時
を
不
し
て
居
カ

(
長
尾
巧
'
九
州
古
第
三
紀

暦
の
暦
序
十
六
も
地
撃
難
詰
窮
三
十
九
年
五
九
四
貫
参
照
)
海
性
丑
､
F
､
G
各
層
は
鹿
屋
層
群
下
部
の
杵
屋
膚
に

刑
督
し
て
屠
る
と
考

へ
ら
れ
る
｡
翻
下
位
の
芳
谷
累
暦
に
朝
常
す
る
も
の
が
現
れ
る
と
す
れ
ば
附
鑑
の
地
質
よ
少
想

像
す
る
ほ
､
特
殊
夜
事
情
の
赤
せ
ざ
る
眼
力
淡
水
性
乃
至
草

淡
牛
臓
水
性
の
介
化
石
を
度
し
稀
は
戯
水
性
の
介
を
含

む
却
あ
る
べ
-
又
蓮
其
の
他
の
植
物
化
石
を
産
出
す
る
か
も
知
れ
な

い
｡

以
上
の
化
石
は
筆
者
が
直
接
露
頭
よ
り
各
部
採
収
せ
し
も
の
で
は
無

い
が
'
砥
州
鉱
業
所
新
井
率
土
の
採
讐

m
及

常
時
斜
杭
掘
進
の
薦
め
掘
り
出
さ
れ
た
捨
石
よ
･1
新
井
撃
士
の
御
指
図
を
受
け
つ
～
暦
準
に
任
意
し
て
集
め
た
も
の

で
あ
る
｡
飴
し
化
石
採
基
上
銅
多
少
遺
憾
の
鮎
が
無

さ
ほ
し
も
あ
ら
ず
で
未
だ
満
足
す
べ
き
調
査
も
研
究
も
完
成
し

て
屠
な

い
が
此
は
新
化
石
産
地
薪
介
の
意
味
で
聴
衆
す
る
次
第
で
あ
る
｡
(
港
)

両

州

の

尊

達

(
図
版
約
七
版
付
)

米

倉

二

小

序

滴
州
は
我
が
董
轡
の
対
岸
両
建
覇
の
首
都
で
あ
る
｡
基
隆
よ
み
僕
か
百
五
十
浬
､

一
夜
ほ

し
で到
着
で
き
る
近
距

仰

州

の

毅

辻

四
二

1九


